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教育庁実施事業改善調書（平成18年度実施事業） 保健体育課（内線5361）

事 業 名 ⑫茨城県生涯スポーツ指導員養成事業 事業開始年度 平成元年度

事業の目的 生きがいのある生活と活力ある生涯スポーツ社会の実現を目指し，体育・スポーツ振興
事業の企画・立案・運営及びスポーツグループの育成・指導にあたる生涯スポーツ指導員
を養成する。

事業の概要 地域スポーツ活動の振興を図るため，茨城県生涯スポーツ指導員養成講習会兼スポーツ
ライフリーダー研修会を開催する。
○期日 平成１８年１１月４日（土）・５日（日）２日間
○対象 茨城県生涯スポーツ指導員養成講習会…体育指導委員及び市町村教育委員会から

推薦を受けた者
スポーツライフリーダー研修会…………茨城県生涯スポーツ指導員養成講習会を

終了した者
○教科項目
＜理論＞
・「スポーツとその指導」 ・「生涯スポーツ論」
・「障害のある人とスポーツ」 ・「スポーツ経営」
・「スポーツ事業の企画・運営」 ・「生涯スポーツ指導員の任務と役割」
＜実技＞
・「ウォーミングアップとクーリングダウン」
○平成１８年度の参加者数
・茨城県生涯スポーツ指導員養成講習会…２７名（認定者数２６名）
・スポーツライフリーダー研修会………… ５名
○これまでに認定された生涯スポーツ指導員数
・１，２４３名（平成１８年１１月現在）

期待される 生涯スポーツ指導員として必要な専門的知識と指導技術を身に付け，地域スポーツの振
効 果 興事業の企画や運営，実技指導など各市町村で展開される。

アンケート ◎調査対象 ＜市町村担当者＞ 市町村行政担当者 ４４名
調 査 結 果 ＜受 講 者＞ 平成１８年度本講習会・研修会の参加者 ３２名

◆本講習会・研修会の効果
市町村担当者：本講習会・研修会は効果があると思いますか。
参 加 者：本講習会・研修会の講義・実技内容はためになりましたか。

ある どちらかというとある あまりない

市町村担当者 ４５ ５０ ５ (%)

ためになった どちらかというとためになった
参加者 (%)５６ ４４

◆本講習会・研修会に関する改善点
市町村担当者・参加者：本事業をよりよく改善するためにはどのようにしていけば

よいと思いますか。
【教科項目数について】

↓増やす0 現状でよい 減らす その他
市町村担当者 68 21 11 (%)

↓増やす0 現状でよい 減らす その他
(%)参加者 75 9 16

【日数について】
現状でよい増やす 減らす その他

市町村担当者 2 68 25 5 (%)

増やす 現状でよい 減らす
参加者 (%)9 78 13
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【開催時期について】
同じ時期 変更

市町村担当者 (%)75 25

同じ時期 変更
アンケート

参加者 84 16 (%)調 査 結 果

◆生涯スポーツ指導員の活用状況
市町村担当者：生涯スポーツ指導員を活用していますか。

よく活用 ときどき あまりない 全くない

市町村担当者 20 46 14 20 (%)

◆参加者のこれまでの取組状況
参加者：これまでにどのような取組（活動）をしてきましたか。

実技指導 まだ活動する場がない

参加者 43 13 44 (%)

↑
スポーツ教室等の企画・立案

◆生涯スポーツ指導員としての今後の取組
参加者：生涯スポーツ指導員として，地域スポーツの振興のために，どのようなことを

していきたいと考えていますか。

他組織との連携強化
実技等の指導 ↓

参加者 34 25 6 35 (%)

↑
スポーツ教室等の企画・立案

その他

◎調査結果の分析
・教科項目数について，６８％の市町村担当者，７５％の参加者が「現状でよい」と答え
ている。日数についても６８％の市町村担当者，７８％の参加者が「現状でよい」と答
えている。
・開催時期は，７５％の市町村担当者，８４％の参加者が「同じ時期（１１月）」でよい
と答えている。
・市町村における生涯スポーツ指導員の活用については，「よく活用」・「ときどき活用」
を合わせると６６％になるが，２０％の市町村では「全くない」と答えている。
・これまでの取組（活動）については，４４％の参加者が「まだ活動の場がない」と答え
ている。
・生涯スポーツ指導員として，３４％の参加者が「実技等の指導」を，２５％が「スポー
ツ教室等の企画・立案」をしていきたいと答えている。

関連データ スポーツの実施状況（平成１８年度県政世論調査）
・「週１回以上のスポーツ実施率」…２６．８％
・「１年間全くスポーツをしていない人」…３９．４％
・実施したスポーツの主な種類…「ウオーキング」「軽い体操」「ゴルフ」「ボウリング」
「水泳」などである。

今後の方向 市町村担当者，参加者とも県生涯スポーツ指導員養成事業について高く評価しており，
今後も継続して実施する。教科項目数や日数，開催時期については，今年と同様に開催す
るが，参加者の多くが生涯スポーツ指導員として地域スポーツ振興のために実技指導を行
っていきたいと考えていることから，実技時間を増やすなど内容の一層の充実を図ってい
く。
また，生涯スポーツ指導員を地域のスポーツ振興のために効果的に活用するよう市町村
担当者に働きかけていく。


